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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月6日(2014.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒト被験者における癌を治療するための複数のホスト細胞を含むワクチンにおいて、前
記ホスト細胞の各々が、（１）少なくとも１つの腫瘍抗原と、（２）前記ホスト細胞から
分泌されるように改変された熱ショック蛋白質を共発現することを特徴とするワクチン。
【請求項２】
　請求項１に記載のワクチンにおいて、前記被験者の生存時間が、同一のタイプ及びステ
ージの癌を有する他の被験者についての予測される生存時間を超えて長いことを特徴とす
るワクチン。
【請求項３】
　請求項１に記載のワクチンにおいて、前記ホスト細胞が：
　（１）癌細胞；
　（２）肺癌細胞；
　（３）非小細胞肺癌細胞；
　（４）前記被験者に対して同種異系；および／または
　（５）放射線照射したもの；
であることを特徴とするワクチン。
【請求項４】
　請求項１に記載のワクチンにおいて、前記ホスト細胞が癌細胞由来ではなく、前記少な
くとも１つの腫瘍抗原を発現するように改変されていることを特徴とするワクチン。
【請求項５】
　請求項１に記載のワクチンにおいて、前記ヒト被験者における前記癌が肺癌であること
を特徴とするワクチン。
【請求項６】
　請求項４に記載のワクチンにおいて、前記肺癌が、非小細胞肺癌であることを特徴とす
るワクチン。
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【請求項７】
　請求項１に記載のワクチンにおいて、前記少なくとも１つの腫瘍抗原が、アルファ－フ
ェトプロテイン（ＡＦＰ）、ベータ２ミクログロブリン（Ｂ２Ｍ）、ベータ－ヒト絨毛性
ゴナドトロピン（ベータ－ＨＣＧ）、Ｂａｒｄ膀胱腫瘍抗原（ＢＴＡ）、癌抗原２７．２
９（ＣＡ２７．２９）、ＣＡ１２５、ＣＡ７２．４、ＣＡ１９－９、癌胎児性抗原（ＣＥ
Ａ）、クロモグラニンＡ、ＨＥＲ２、前立腺特異抗原（ＰＳＡ）、上皮成長因子受容体（
ＥＧＦＲ）およびホルモン受容体からなる群から選択されることを特徴とするワクチン。
【請求項８】
　請求項１に記載のワクチンにおいて、当該ワクチンが前記被験者において、腫瘍抗原特
異的なＣＤ８＋Ｔ細胞反応を引き起こすことを特徴とするワクチン。
【請求項９】
　請求項１に記載のワクチンにおいて、前記分泌されるように改変された熱ショック蛋白
質が改変ヒトｇｐ９６であることを特徴とするワクチン。
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